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脂肪組織由来間葉系幹細胞（AdMSCs）は、幹細胞療法のために有効であり倫理的な問題がない細胞源として注目されています。最近、MSCが疾患部位に集まる作用の実証により細胞損傷疾患に対してMSCを静脈内に投与する治療法を用いられるようになっています。
そこで、ヒトAdMSC（hAdMSCs）の臨床応用に向けて生体外での培養や生体内で毒性及び腫瘍形成を促すか調べました。
生体外実験では、12世代に渡って培養したhAdMSCsは、特に異常な外観を示すことなく、細胞の表面の特徴、生育した細胞の種類および遺伝子的な異常はなく安定していました。投与する際に使う生理食塩水と混ぜた細胞は、冷蔵状態でも3日の間はその特性を維持しました。
生体内における毒性についての実験では、hAdMSCsを幾つかの用量に分けて免疫不全マウスに静脈内投与しました。投与して13週の間、観察したが、最も多い細胞用量（2.5×10^8 cells/kg）を投与した免疫不全マウスでも生存しており、副作用の発生はありませんでした。
生体内における腫瘍形成についての実験では、移植用の免疫不全マウスに投与して26週の間観察を行いましたが、最も高い細胞用量（2.5×10^8 cells/kg）を投与したマウスでも腫瘍形成を促すような証拠は出てきませんでした。

続いて、脊髄損傷から1年以上を経過した8人の男性患者（23歳～54歳）に間葉系幹細胞移植の安全性を評価しました。その結果、8人の患者に重篤な合併症は見られなかった。移植前後における、臨床検査所見、心電図、生体検査、バイタルサインおよび、MRI所見においてもほとんど差はありませんでした。
左腕の感覚に改善が見られ、右腕の感覚も改善傾向のある患者、体の感覚がなかったが僅かながら改善した患者、脊髄損傷の重度ASIAがAからCに改善した患者、12週の間変化が見られなかった患者など様々な所見が認められました。
また、誰かの援助や補助器具なしには食事ができなかったり、介助なしには着替えができなかった患者が、カップを握ったり部分介助で着替えることができるようになりました。便秘の患者で、助けを借りて排便ができるようになった例もありました。


